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おいしいレシピの西浜いも 　
今
月
は
湖
陵
町
で
「
西
浜
い
も
」
を
50
ア
ー
ル
で
栽
培

す
る
湖
陵
町
か
ん
し
ょ
生
産
組
合
の
小
原
英
二
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
！

│
│
い
つ
か
ら「
西
浜
い
も
」を
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
以
前
か
ら
少
し
ず
つ
イ
モ
を
作
っ
て
は
い
ま
し
た
が
、

本
格
的
に
栽
培
を
始
め
た
の
は
７
〜
８
年
前
で
す
。
先
輩

農
家
か
ら
声
を
か
け
て
も
ら
い
、
生
産
組
合
に
入
っ
て
規

模
を
拡
大
し
ま
し
た
。今
は
大
体「
紅
あ
ず
ま
」３
割
、「
べ

に
は
る
か
」
７
割
く
ら
い
の
割
合
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

│
│「
西
浜
い
も
」
の
栽
培
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
２
月
〜
４
月
頃
に
か
け
て
、
ハ
ウ
ス
で
苗
を
育
て
ま
す
。

４
月
か
ら
畝
を
作
り
マ
ル
チ
を
張
る
な
ど
の
準
備
を
し

て
、
４
月
終
わ
り
か
ら
６
月
上
旬
に
か
け
て
植
え
つ
け
ま

す
。
収
穫
は
９
月
の
終
わ
り
か
ら
11
月
の
中
旬
頃
ま
で
で
、

10
月
半
ば
頃
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま
す
。「
西
浜
い
も
」
は
品

質
を
追
求
す
る
た
め
、
な
か
な
か
量
が
採
れ
ま
せ
ん
。
贈

答
用
は
小
さ
く
て
も
大
き
す
ぎ
て
も
だ
め
で
、
焼
き
芋
に

ち
ょ
う
ど
良
い
く
ら
い
の
１
５
０
〜
３
５
０
グ
ラ
ム
に
調

整
し
て
い
ま
す
。

│
│
栽
培
す
る
う
え
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
気
を
遣
う
の
は
水
管
理
で
す
。
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は
つ

け
て
い
ま
す
が
、
砂
地
な
の
で
人
工
的
に
水
を
遣
っ
て
も

す
ぐ
に
乾
燥
し
ま
す
。
適
度
に
雨
が
降
っ
て
く
れ
る
の
が

理
想
で
す
ね
。
ま
た
、
苗
の
選
別
も
重
要
で
す
。
生
産
組

合
で
は
、
出
雲
農
林
高
校
と
連
携
し
て
選
別
を
重
ね
た
良

質
な
苗
で
バ
イ
オ
苗
を
育
て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
私
も

高
校
生
が
育
て
た
苗
で「
紅
あ
ず
ま
」を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

│
│「
西
浜
い
も
」を
栽
培
し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

　
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
こ
と
が
一
番
で
す
。
生

産
組
合
で
不
特
定
多
数
の
方
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
が
、「
お
い
し
か
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
だ

い
た
り
、
そ
れ
で
ま
た
リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
注
文
し
て
く

だ
さ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
。

│
│
最
後
に
「
西
浜
い
も
」
の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
サ
ツ
マ
イ
モ
は
し
ば
ら
く
保
存
す
る
こ
と
で
甘
く
な
り

ま
す
。
特
に
「
べ
に
は
る
か
」
は
熟
成
型
の
イ
モ
で
、
２

週
間
以
上
置
い
て
か
ら
食
べ
て
も
ら
う
と
、
し
っ
と
り
と

し
た
甘
さ
が
楽
し
め
る

と
思
い
ま
す
。

　「
西
浜
い
も
」
は
、
日

本
海
の
潮
風
を
受
け
た

ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
砂
丘

地
で
育
っ
た
お
い
し
い

サ
ツ
マ
イ
モ
で
す
。
今

年
は
適
度
に
雨
も
降
り
、

良
い
イ
モ
が
た
く
さ
ん

で
き
ま
し
た
。
ぜ
ひ
「
西

浜
い
も
」
を
食
べ
尽
く

し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

〈材料〉［2人分］
●さつまいも・・・・
●りんご（紅玉）・・
●豚ロース肉・・・・・・・・
●バター・・・・・・・・・・・
●サラダ油・・・・・・
●パセリ・・・・・・・・・・・

中1/4本
中1/4個

2枚
15ｇ

大さじ１
適量

①さつまいもは皮を剥いて、茹でやすい大きさに
切り、沸騰したお湯でやわらかくなるまで茹でる。
②①が熱いうちにＡを入れ、なめらかになるまでよ
く混ぜる。
③アルミホイルを敷いた天板に食パンをのせ、
②を塗り、その上にチーズを散らす。オーブン
トースターでチーズが溶けるまで焼いて、パセ
リを散らして完成！

〈作り方〉

〈材料〉［2人分］

スイートポテトのチーズトーストポークソテー
～さつまいもとりんごのソースかけ～

●水・・・・・・・・・
●ウスターソース
　　・・・・・・・・・
●酢・・・・・・・・
●塩こしょう・・・・

1カップ

大さじ2
大さじ2
少々

生
産
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 湖陵町かんしょ生産組合

組合長 小原 英二さん

●食パン・・・・・・・・・・・

●さつまいも・・・・

●とろけるチーズ・・・

●パセリ・・・・・・・・・・

15ｇ

大さじ5

大さじ3

2枚

中1/2本

適量

適量

●バター・・・・・・・

●生クリーム・

●はちみつ・・・

「
西
浜
い
も

　 （
さ
つ
ま
い
も
）」

「
西
浜
い
も

　 （
さ
つ
ま
い
も
）」

出
雲
で
採
れ
る
う
ま
い
も
ん

安
全
・
安
心
届
け
ま
す

11月は
さ
つ
ま
い
も
の
栄
養

　
さ
つ
ま
い
も
の
主
成
分
は
炭
水
化
物
で
、
ブ
ド
ウ
糖
な
ど
の
糖

類
を
多
く
含
ん
で
お
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
産
出
し
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
の
含
有
量
も
多
く
、
つ
や
の
あ
る
肌
を
保
つ
た
め
に
必
要
な
コ

ラ
ー
ゲ
ン
生
成
を
助
け
た
り
、
免
疫
を
強
化
し
風
邪
を
予
防
す
る

働
き
が
あ
り
ま
す
。
熱
に
弱
い
と
い
わ
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
で
す
が
、

さ
つ
ま
い
も
の
場
合
、
調
理
の
際
に
で
ん
ぷ
ん
質
が
糊
化
し
、
膜

を
作
っ
て
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
保
護
す
る
た
め
、
加
熱
し
て
も
壊
れ
に

く
い
と
い
う
長
所
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
さ
つ
ま
い
も
は
食
物
繊
維
を
多
く
含
む
と
と
も
に
、
ヤ

ラ
ピ
ン
と
い
う
栄
養
成
分
を
含
ん
で
お
り
、
腸
の
働
き
を
整
え
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。
食
物
繊
維
と
ヤ
ラ
ピ
ン
の
二
つ
に
よ
っ
て
、

便
秘
改
善
に
大
き
な
効
果
が
あ
り
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
体
外
へ

排
出
し
大
腸
ガ
ン
や
動
脈
硬
化
な
ど
の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

「
西
浜
い
も
」
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
管
内
で
の
「
西
浜
い
も
」
栽
培
は

湖
陵
地
区
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
栽
培
品
〝
ホ
ク
ホ
ク
〞
し
た
食

感
が
特
徴
の
「
紅
あ
ず
ま
」
と
〝
し
っ
と
り
〞
と
し
た
食
感
が
特

徴
の
「
べ
に
は
る
か
」。
両
品
種
と
も
、
日
本
海
の
潮
風
を
受
け
た

ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
砂
丘
地
で
育
っ
た
美
味
し
い
さ
つ
ま
い
も
で
す
。

　
現
在
、
湖
陵
町
か
ん
し
ょ
生
産
組
合
で
は
、
25
人
の
組
合
員
が

9
・
2
ｈ
ａ
の
面
積
で「
西
浜
い
も
」栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
西
浜
い
も
」は
ラ
ピ
タ
や
直
売
所
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

ゆ
う
パ
ッ
ク
の
取
り
扱
い
も
あ
り
、
美
味
し
い
さ
つ
ま
い
も
は
全

国
各
地
へ
と
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
西
浜
い
も
」
を
使
用

し
た
ア
イ
ス
や
チ
ッ
プ
ス
な
ど
の
加
工
品
、芋
焼
酎「
い
も
風
土
記
」

な
ど
も
生
産
さ
れ
て
お
り
、好
評
を
得
て
い
ま
す
。秋
の
味
覚
、「
西

浜
い
も
」
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

①さつまいもはよく洗い、皮つきのまま1㎝角に切
り、りんごも同様に切る。豚肉は筋の部分に数本
切り目を入れ、軽く塩こしょうをふる。
②鍋にバターを熱し、さつまいもとりんごを炒める。
りんごがしんなりしたら、Aを加え、煮汁が少なく
なるまで煮詰める。
③フライパンに油を熱し、豚肉の両面に焼き色をつ
け中までしっかり火を通す。
④器に③を盛り、②をかけ、パセリをふって完成！

〈作り方〉
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善
に
大
き
な
効
果
が
あ
り
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
を
体
外
へ

排
出
し
大
腸
ガ
ン
や
動
脈
硬
化
な
ど
の
予
防
に
役
立
ち
ま
す
。

「
西
浜
い
も
」
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
管
内
で
の
「
西
浜
い
も
」
栽
培
は

湖
陵
地
区
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
栽
培
品
〝
ホ
ク
ホ
ク
〞
し
た
食

感
が
特
徴
の
「
紅
あ
ず
ま
」
と
〝
し
っ
と
り
〞
と
し
た
食
感
が
特

徴
の
「
べ
に
は
る
か
」。
両
品
種
と
も
、
日
本
海
の
潮
風
を
受
け
た

ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
砂
丘
地
で
育
っ
た
美
味
し
い
さ
つ
ま
い
も
で
す
。

　
現
在
、
湖
陵
町
か
ん
し
ょ
生
産
組
合
で
は
、
25
人
の
組
合
員
が

9
・
2
ｈ
ａ
の
面
積
で「
西
浜
い
も
」栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
西
浜
い
も
」は
ラ
ピ
タ
や
直
売
所
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

ゆ
う
パ
ッ
ク
の
取
り
扱
い
も
あ
り
、
美
味
し
い
さ
つ
ま
い
も
は
全

国
各
地
へ
と
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
西
浜
い
も
」
を
使
用

し
た
ア
イ
ス
や
チ
ッ
プ
ス
な
ど
の
加
工
品
、芋
焼
酎「
い
も
風
土
記
」

な
ど
も
生
産
さ
れ
て
お
り
、好
評
を
得
て
い
ま
す
。秋
の
味
覚
、「
西

浜
い
も
」
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

①さつまいもはよく洗い、皮つきのまま1㎝角に切
り、りんごも同様に切る。豚肉は筋の部分に数本
切り目を入れ、軽く塩こしょうをふる。
②鍋にバターを熱し、さつまいもとりんごを炒める。
りんごがしんなりしたら、Aを加え、煮汁が少なく
なるまで煮詰める。
③フライパンに油を熱し、豚肉の両面に焼き色をつ
け中までしっかり火を通す。
④器に③を盛り、②をかけ、パセリをふって完成！

〈作り方〉

A A
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
ラ
ピ
タ
農
産
物
直
売
会
は
10
月
26
日
、
27
日

の
両
日
、
ラ
ピ
タ
全
店
で
「
秋
の
感
謝
祭
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
日
頃
の
ご
愛
顧
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
消
費
者
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
を
目
的
に
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。
感
謝
祭
で
は
直
売
会
商
品
を
購
入
さ
れ
た
方
を

対
象
に
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
を
実
施
。
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組

ん
で
２
日
間
で
64
人
の
会
員
が
担
当
し
、
直
売
コ
ー
ナ
ー
の

利
用
者
と
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

　
ラ
ピ
タ
本
店
で
は
、
26
日
に
同
直
売
会
青
年
部
の
主
催
で

軽
ト
ラ
市
も
開
催
。
正
面
入
り
口
前
に
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を

積
ん
だ
４
台
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
置
か
れ
、
青
年
部
の
メ
ン

バ
ー
が
店
頭
に
立
っ
て
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
平
井
忍
青
年
部
長

は
「
地
元
の
畑
で
採
れ
た
、
ど
こ
よ
り
も
鮮
度
の
高
い
農
産

物
を
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
直
売
会
は
、
ラ
ピ
タ
全
店
に
あ
る
直
売
コ
ー
ナ
ー
に
農

産
物
や
加
工
品
を
出
品
し
て
い
ま
す
。
生
産
者
の
顔
が
見
え
、

安
心
と
親
し
み
が
持
て
る
と
好
評
で
、
令
和
元
年
度
は
販
売

金
額
４
億
８
６
０
０
万
円
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

直
売
会
員
が
消
費
者
と
交
流

ラ
ピ
タ
農
産
物
直
売
会
感
謝
祭
開
催

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
カ
ッ
プ
開
催

共
済
の
お
知
ら
せ
活
動
も
実
施

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
、
10
月
上
旬
か
ら
管

内
各
地
区
で
農
業
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
の

テ
ー
マ
は
「
ご
縁
と
絆
で
き
り
ひ
ら
く
農
業
新
時
代
〜
い
ず

も
の
米
消
費
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〜
」
と
し
、
安
全
・
安
心

な
出
雲
の
農
産
物
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。

　
11
月
３
日
に
は
、
出
雲
地
区
本
部
南
側
駐
車
場
で
「
第
５

回
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
農
業
ま
つ
り
」
を
開
催
。
ス

テ
ー
ジ
で
は
、
出
雲
北
陵
高
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
や
Ｊ
Ａ
女

性
部
の
舞
台
発
表
、
神
戸
川

太
鼓
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し

で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

屋
台
コ
ー
ナ
ー
に
は
西
浜
イ

モ
や
神
門
梨
な
ど
の
特
産
品
、

新
鮮
野
菜
の
直
売
所
な
ど
が

多
数
出
店
。
女
性
部
特
製
の

熊
本
＆
出
雲
の
コ
ラ
ボ
カ

レ
ー
な
ど
、
行
列
が
で
き
る

屋
台
も
あ
り
、
多
く
の
来
場

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
出
雲
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
は
10
月
12
日
、
島
根
県

立
浜
山
体
育
館
（
カ
ミ
ア
リ
ー
ナ
）
で
「
第
８
回
Ｊ
Ａ
し
ま
ね

カ
ッ
プ
　
出
雲
地
区
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
交
歓
大
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
で
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
が
共

催
し
て
い
ま
す
。

　
同
Ｊ
Ａ
出
雲
地
区
本
部
の
鐘
推
義
憲
金
融
共
済
部
長
は
あ
い

さ
つ
で
「
健
全
育
成
を
目
的
に
協
賛
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
チ
ー
ム
プ
レ
ー
を
大
切
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
今
年
は
出
雲
市
内
の
小
学
生
男
子
10
チ
ー
ム
、
女
子
14
チ
ー

ム
が
出
場
し
、
男
子
は
塩
冶
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
、
女
子
は
中
部

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
が
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
会
場
の
特
別
ブ
ー
ス
で
は
、
同
地
区
本
部
の
ラ
イ
フ
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
（
Ｌ
Ａ
）
が
子
育
て
世
代
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
に
地
区
本
部
管
内
の
Ｊ
Ａ
―

Ｓ
Ｓ
で
の
ガ
ソ
リ
ン
1
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
10
円
引
き
券
を
お
渡

し
す
る
な
ど
、Ｊ
Ａ
事
業
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　ＪＡしまねの荒茅支店・園支店を統合した新支店「長
浜支店」の起工式が１０月７日、出雲市長浜町の建設予
定地で行われました。関係者約３０人が出席し、工事の
安全を祈りました。
　新支店建設は、２支店の機能を集約することで、効率
性と機能性を兼ね備えた支店を作り、組合員・利用者の
皆さまを総合的・一体的にサポートできる体制の整備を目
的としています。
　建物は平屋で建設し、高齢者の方にも利用しやすく、
組合員の皆さまが気軽に集える店舗づくりを目指します。
今後さらなる職員の専門性、対応力の強化で、組合員・
利用者満足度の向上に努めます。オープンは来年２月２５
日を予定しています。

長浜支店
建設工事スタート

　出雲市立高松小学校の２年生３４人が１０月４日、ＪＡし
まね出雲しいたけ部会の三島茂部会長のハウスで菌床しい
たけの収穫を体験しました。
　地域で働く人の話を聞き、生活との関わりを学んだり、
地域への愛着を育んだりを目的とする授業で、いくつかの
訪問先からしいたけ農家を選んだ児童が参加しました。
同部会の西部支部では、食農教育活動の一環で平成２８
年から協力しています。
　収穫体験後は質問の時間も設けられ、「しいたけは何か
らできますか？」「種類はありますか？」など、たくさんの
質問が出ました。児童たちは、熱心にメモをとりながら三
島部会長の説明を聞いていました。

　ＪＡしまね出雲地区本部は１０月８日、９日の両日、出
雲市民会館で「丘みどりコンサート」を開催しました。
　ＪＡしまね統合５年の謝恩企画として、年金振込口座を
ご指定いただいているお客様、ゆとり会の皆様を対象に
企画したものです。８日、９日午後を年金受給者コンサー
ト、９日午前をゆとり会コンサートとして開催し、２日間４
公演で約３５００人にご来場いただきました。
　コンサートでは、丘みどりさんが「佐渡の夕笛」や「鳰
の湖」、日御碕を舞台にした「日御碕灯台」など２１曲を
披露。来場者は素晴らしい歌声に聞き入っていました。コ
ンサートの合間では花束贈呈に合わせて、「西浜いも」「ひ
らたの柿」「神門梨」など出雲の特産品を丘さんへ贈呈。
今年７月に山梨県で開かれた「日本ワインコンクール」で
金賞を受賞した島根ワイナリーのワインも贈りました。

丘みどりコンサート開催
年金受給者・ゆとり会の皆様へ

小学生が菌床しいたけの収穫を体験
出雲しいたけ部会西部支部

あいさつをする岡田本部長

　ＪＡしまね高松支店は１０月１５日、来店感謝デーを開
催しました。同ＪＡ出雲女性部高松支部にご協力いただき、
来店されたお客様に特製のオリジナルコースターをプレゼ
ントしました。
　ＪＡしまねとＪＡしまね女性部が今年度統一行動として
行う「おもてなしプロジェクト」の一環で実施したもので
す。店内にはお茶スペースも用意し、女性部員が用意した
お茶菓子などで〝おもてなし〟。お茶菓子は「家の光」記
事を活用してアレンジしたものが中心で、合わせて「家の
光」もＰＲしました。
　同支部の吉田喜美代支部長は「これを楽しみに来てく
ださった
方もおら
れました。
喜んでも
らえて良
かったで
す」と話
しました。

コースターをプレゼントする女性部員

ＪＡ高松支店来店感謝デー
女性部員がプレゼントと料理でおもてなし

素晴らしい歌声で２１曲を披露

秋
の
収
穫
に
感
謝
！

各
地
で
農
業
ま
つ
り
開
催

抽選会には多くの方が訪れた

本店正面入り口前で軽トラ市を開催菌床ブロックについて説明する三島部会長

ＪＡ共済アンケートも実施

熱戦を繰り広げる児童

女性部のカレーコーナー

X＋(えくすと)と北陽ドリームエンジェルスのコラボ演出

ちびっこコーナーで遊ぶ子どもたち

Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO Hot NewsIZUMO

ほ
っ
と
で
楽
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
満
載
！

いずもいずも
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Ａ
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催
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。

　ＪＡしまねの荒茅支店・園支店を統合した新支店「長
浜支店」の起工式が１０月７日、出雲市長浜町の建設予
定地で行われました。関係者約３０人が出席し、工事の
安全を祈りました。
　新支店建設は、２支店の機能を集約することで、効率
性と機能性を兼ね備えた支店を作り、組合員・利用者の
皆さまを総合的・一体的にサポートできる体制の整備を目
的としています。
　建物は平屋で建設し、高齢者の方にも利用しやすく、
組合員の皆さまが気軽に集える店舗づくりを目指します。
今後さらなる職員の専門性、対応力の強化で、組合員・
利用者満足度の向上に努めます。オープンは来年２月２５
日を予定しています。

長浜支店
建設工事スタート

　出雲市立高松小学校の２年生３４人が１０月４日、ＪＡし
まね出雲しいたけ部会の三島茂部会長のハウスで菌床しい
たけの収穫を体験しました。
　地域で働く人の話を聞き、生活との関わりを学んだり、
地域への愛着を育んだりを目的とする授業で、いくつかの
訪問先からしいたけ農家を選んだ児童が参加しました。
同部会の西部支部では、食農教育活動の一環で平成２８
年から協力しています。
　収穫体験後は質問の時間も設けられ、「しいたけは何か
らできますか？」「種類はありますか？」など、たくさんの
質問が出ました。児童たちは、熱心にメモをとりながら三
島部会長の説明を聞いていました。

　ＪＡしまね出雲地区本部は１０月８日、９日の両日、出
雲市民会館で「丘みどりコンサート」を開催しました。
　ＪＡしまね統合５年の謝恩企画として、年金振込口座を
ご指定いただいているお客様、ゆとり会の皆様を対象に
企画したものです。８日、９日午後を年金受給者コンサー
ト、９日午前をゆとり会コンサートとして開催し、２日間４
公演で約３５００人にご来場いただきました。
　コンサートでは、丘みどりさんが「佐渡の夕笛」や「鳰
の湖」、日御碕を舞台にした「日御碕灯台」など２１曲を
披露。来場者は素晴らしい歌声に聞き入っていました。コ
ンサートの合間では花束贈呈に合わせて、「西浜いも」「ひ
らたの柿」「神門梨」など出雲の特産品を丘さんへ贈呈。
今年７月に山梨県で開かれた「日本ワインコンクール」で
金賞を受賞した島根ワイナリーのワインも贈りました。

丘みどりコンサート開催
年金受給者・ゆとり会の皆様へ

小学生が菌床しいたけの収穫を体験
出雲しいたけ部会西部支部

あいさつをする岡田本部長

　ＪＡしまね高松支店は１０月１５日、来店感謝デーを開
催しました。同ＪＡ出雲女性部高松支部にご協力いただき、
来店されたお客様に特製のオリジナルコースターをプレゼ
ントしました。
　ＪＡしまねとＪＡしまね女性部が今年度統一行動として
行う「おもてなしプロジェクト」の一環で実施したもので
す。店内にはお茶スペースも用意し、女性部員が用意した
お茶菓子などで〝おもてなし〟。お茶菓子は「家の光」記
事を活用してアレンジしたものが中心で、合わせて「家の
光」もＰＲしました。
　同支部の吉田喜美代支部長は「これを楽しみに来てく
ださった
方もおら
れました。
喜んでも
らえて良
かったで
す」と話
しました。

コースターをプレゼントする女性部員

ＪＡ高松支店来店感謝デー
女性部員がプレゼントと料理でおもてなし

素晴らしい歌声で２１曲を披露

秋
の
収
穫
に
感
謝
！

各
地
で
農
業
ま
つ
り
開
催

抽選会には多くの方が訪れた

本店正面入り口前で軽トラ市を開催菌床ブロックについて説明する三島部会長

ＪＡ共済アンケートも実施

熱戦を繰り広げる児童

女性部のカレーコーナー

X＋(えくすと)と北陽ドリームエンジェルスのコラボ演出

ちびっこコーナーで遊ぶ子どもたち
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　ＪＡしまね出雲稲作研究会は１０月２４日、ＪＡしまね出雲地
区本部で令和元年度「まい米コンクールいずも」を開催しま
した。同会の生産者４１人が「コシヒカリ」「きぬむすめ」「つ
や姫」を出品。食味分析の結果、松本優治さんの「コシヒ
カリ」が総合１位に輝きました。
　消費者に求められる良食味米の生産を追及することを目
的に、毎年開いているものです。コンクールでは、今年産
の情勢を周知したほか、地元産米の地位向上を目指し、食
味官能試験についても説明しました。
　同研究会の立脇務会長は「今年は梅雨明けが遅れたこ
とによる日照不足とその後の高温の影響があった。情報を共
有して天候に負けない土づくりに努め、来年産につなげた
い」と話しました。

　出雲市内の６保育園・１幼稚園が、湖陵町の大山オー
ナー農園で特産のさつまいも「西浜いも」の収穫を体験しま
した。農園管理人の鎌田勉さんが、園児に食と農の大切さ
を学ぶ場を提供しようと、５～６月の苗の植え付けと合わせて
毎年実施しています。
　１０月２９日は四絡幼稚園の園児１００人が参加。先生や
保護者に手伝ってもらったり、友達と協力したりしながら、採
り残しがないよう一生懸命いも掘りをしました。収穫したサツ
マイモは、幼稚園でクッキングに使うほか、１２月には鎌田さ
んが幼稚園を訪れ、焼き芋をする予定にしています。
　鎌田さんは「この西浜いもの産地で、植え付けから収穫
まで、記憶が鮮明に残る子どものときに一貫して体験しても
らうことが、
将来的に産
地育成につ
ながっていく
と思います」
と話しました。

大きなおいもがたくさんとれたよ！
園児が西浜いもの収穫体験

　ＪＡしまねは１０月２４日、同ＪＡ営農経済本店で令和元年
産島根ぶどう出荷反省会を開催しました。生産者代表と市
場、関係機関が、本年産の生産・販売結果を報告すると
ともに来年産に向けて生産・販売方針を協議しました。ま
た、同会の中で第３４回島根ぶどう園コンクール（品種デラ
ウェア）と令和元年産シャインマスカット品評会（８月１日開
催、受賞者はＪＡしまねびより８月号掲載）の褒章授与があり
ました。
　島根ぶどう園コンクールの出雲地区本部からの受賞者は
次の通りです。
　▽農林水産大臣賞＝川上廣盛さん ▽島根県知事賞＝池
田豊さん ▽島根県農業協同組合長賞＝安達幹夫さん ▽
島根県果樹研究同志会長賞＝田口初雄さん、吾郷均さん

島根ぶどう園コンクール
島根シャインマスカット品評会褒章授与

熱心に芋を掘る園児たち

　湖陵町かんしょ生産組合は９月２８日～１１月４日、同町で
観光いも掘り農園を開きました。保育園や福祉施設のイベン
トなどでも利用されたほか、今年は観光バスを積極的に受け
入れ、週末には多くの観光客で賑わいました。
　「西浜いも」は、日本海の潮風を受けたミネラル豊富な砂
丘地を生かした特産サツマイモで「紅あずま」「べにはるか」
の２品種を栽培しています。観光農園では昨年より４０００本
多い９０００本の苗を定植。８月以降気温が高く、適度に降
雨もあり、玉太りのよいおいしいサツマイモに育ちました。
　１０月２０日には出雲地区労働者福祉協議会がいも掘り遠
足を行い、約４５０人が収穫を楽しみました。

出雲地区労働者福祉協議会のイベントで収穫を楽しむ参加者

観光いも掘り農園盛況
湖陵町かんしょ生産組合

米の食味コンクールで
レベルアップ
ＪＡしまね出雲稲作研究会

あいさつをする立脇会長

●大根とれんこんの炊き込みご飯
●牛肉と大根のこっくり煮
●無限大根菜
●みぞれ汁

日　時
会　場
参加費
定　員
持ち物

令和元年12月19日(木)　10：00～
ラピタ２階  ふれあいの家出雲  縁
300円
16名（定員になり次第締め切ります）
エプロン・三角巾・マイ箸・持ち帰り用容器

JAしまね出雲地区本部　ふれあい福祉課　TEL 21-6013お申し込み先

いずも食材の日いずも食材の日
参加者募集のお知らせ

を使った料理教室
メニュー

大根

生産資材課からのお知らせ

お問い合わせ・お申し込み先

期限切れ農薬・空き容器の回収

●中部営農センター　３１－９０５５　　●河南営農センター　４３－７００７
●東部営農センター　６２－９０５９　　●南部営農センター　８４－０２１３
●西部営農センター　５３－２１６８　　●生産資材課　　　  ２１－６０４７

　期限切れの農薬、農薬の空き容器の回収を行います。
　処分を希望される方は、営農センターまたは支店備え付けの農薬廃棄処理申込
書に記入して、11月29日までに提出して下さい。
　廃棄処分については有料となりますので、処理料金等詳しいことは各営農セン
ターまたは生産資材課までお問い合わせ下さい。
　回収時期は1月下旬を予定しています。
　申込み頂いた方には、改めて回収日、回収場所をお知らせ致します。

（左から）シャインマスカット品評会受賞者　門脇雅宏さん、桑原陽
子さん、澤田勝さん　ぶどう園コンクール受賞者　川上廣盛さん、
安達幹夫さん、吾郷均さん
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　ＪＡしまね出雲稲作研究会は１０月２４日、ＪＡしまね出雲地
区本部で令和元年度「まい米コンクールいずも」を開催しま
した。同会の生産者４１人が「コシヒカリ」「きぬむすめ」「つ
や姫」を出品。食味分析の結果、松本優治さんの「コシヒ
カリ」が総合１位に輝きました。
　消費者に求められる良食味米の生産を追及することを目
的に、毎年開いているものです。コンクールでは、今年産
の情勢を周知したほか、地元産米の地位向上を目指し、食
味官能試験についても説明しました。
　同研究会の立脇務会長は「今年は梅雨明けが遅れたこ
とによる日照不足とその後の高温の影響があった。情報を共
有して天候に負けない土づくりに努め、来年産につなげた
い」と話しました。

　出雲市内の６保育園・１幼稚園が、湖陵町の大山オー
ナー農園で特産のさつまいも「西浜いも」の収穫を体験しま
した。農園管理人の鎌田勉さんが、園児に食と農の大切さ
を学ぶ場を提供しようと、５～６月の苗の植え付けと合わせて
毎年実施しています。
　１０月２９日は四絡幼稚園の園児１００人が参加。先生や
保護者に手伝ってもらったり、友達と協力したりしながら、採
り残しがないよう一生懸命いも掘りをしました。収穫したサツ
マイモは、幼稚園でクッキングに使うほか、１２月には鎌田さ
んが幼稚園を訪れ、焼き芋をする予定にしています。
　鎌田さんは「この西浜いもの産地で、植え付けから収穫
まで、記憶が鮮明に残る子どものときに一貫して体験しても
らうことが、
将来的に産
地育成につ
ながっていく
と思います」
と話しました。

大きなおいもがたくさんとれたよ！
園児が西浜いもの収穫体験

　ＪＡしまねは１０月２４日、同ＪＡ営農経済本店で令和元年
産島根ぶどう出荷反省会を開催しました。生産者代表と市
場、関係機関が、本年産の生産・販売結果を報告すると
ともに来年産に向けて生産・販売方針を協議しました。ま
た、同会の中で第３４回島根ぶどう園コンクール（品種デラ
ウェア）と令和元年産シャインマスカット品評会（８月１日開
催、受賞者はＪＡしまねびより８月号掲載）の褒章授与があり
ました。
　島根ぶどう園コンクールの出雲地区本部からの受賞者は
次の通りです。
　▽農林水産大臣賞＝川上廣盛さん ▽島根県知事賞＝池
田豊さん ▽島根県農業協同組合長賞＝安達幹夫さん ▽
島根県果樹研究同志会長賞＝田口初雄さん、吾郷均さん

島根ぶどう園コンクール
島根シャインマスカット品評会褒章授与

熱心に芋を掘る園児たち

　湖陵町かんしょ生産組合は９月２８日～１１月４日、同町で
観光いも掘り農園を開きました。保育園や福祉施設のイベン
トなどでも利用されたほか、今年は観光バスを積極的に受け
入れ、週末には多くの観光客で賑わいました。
　「西浜いも」は、日本海の潮風を受けたミネラル豊富な砂
丘地を生かした特産サツマイモで「紅あずま」「べにはるか」
の２品種を栽培しています。観光農園では昨年より４０００本
多い９０００本の苗を定植。８月以降気温が高く、適度に降
雨もあり、玉太りのよいおいしいサツマイモに育ちました。
　１０月２０日には出雲地区労働者福祉協議会がいも掘り遠
足を行い、約４５０人が収穫を楽しみました。

出雲地区労働者福祉協議会のイベントで収穫を楽しむ参加者

観光いも掘り農園盛況
湖陵町かんしょ生産組合

米の食味コンクールで
レベルアップ
ＪＡしまね出雲稲作研究会

あいさつをする立脇会長

●大根とれんこんの炊き込みご飯
●牛肉と大根のこっくり煮
●無限大根菜
●みぞれ汁

日　時
会　場
参加費
定　員
持ち物

令和元年12月19日(木)　10：00～
ラピタ２階  ふれあいの家出雲  縁
300円
16名（定員になり次第締め切ります）
エプロン・三角巾・マイ箸・持ち帰り用容器

JAしまね出雲地区本部　ふれあい福祉課　TEL 21-6013お申し込み先

いずも食材の日いずも食材の日
参加者募集のお知らせ

を使った料理教室
メニュー

大根

生産資材課からのお知らせ

お問い合わせ・お申し込み先

期限切れ農薬・空き容器の回収

●中部営農センター　３１－９０５５　　●河南営農センター　４３－７００７
●東部営農センター　６２－９０５９　　●南部営農センター　８４－０２１３
●西部営農センター　５３－２１６８　　●生産資材課　　　  ２１－６０４７

　期限切れの農薬、農薬の空き容器の回収を行います。
　処分を希望される方は、営農センターまたは支店備え付けの農薬廃棄処理申込
書に記入して、11月29日までに提出して下さい。
　廃棄処分については有料となりますので、処理料金等詳しいことは各営農セン
ターまたは生産資材課までお問い合わせ下さい。
　回収時期は1月下旬を予定しています。
　申込み頂いた方には、改めて回収日、回収場所をお知らせ致します。

（左から）シャインマスカット品評会受賞者　門脇雅宏さん、桑原陽
子さん、澤田勝さん　ぶどう園コンクール受賞者　川上廣盛さん、
安達幹夫さん、吾郷均さん
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いずもJA

女子大通信 　ＪＡしまね出雲地区本部は１０月９日、ラピタ本店の「ふれあいの
家出雲　縁」で、いずもＪＡ女子大学の１０月講座「今あるものでアイ
ディア勝負！オリジナル料理開発」を開きました。
　テーマは「出雲の定食」。３班に分かれ、①出雲の特産を使うこと②
お米を使うこと③材料費５００円以内を決まり事にオリジナルの料理
を作りました。
　西浜いも、パプリカ、いちじくなど、出雲の食材を存分に使用。３
班ともに「さつまいもご飯」となる偶然もありましたが、三者三様、工
夫を凝らした定食が完成しました。班ごとにテーマやアピールポイン
トなどを紹介し、みんなで色とりどりの料理を堪能しました。
　参加した女子大学生は「出雲の新鮮な食材で贅沢に料理ができ、
楽しかった」「メニュー作りでたくさんコミュニケーションがとれた」な
どと感想を話しました。

「今あるものでアイディア勝負！
　　　　　オリジナル料理開発」

10月講座

健康ライフかわら版

お問合せ先 出雲保健所健康増進課　TEL 21－8785

　最近、運動していますか？骨や筋肉量のピーク
はおおよそ20 ～ 30歳代。運動器の衰えは40
歳代から始まります。運動をしないと骨、関節、
筋肉などの運動器が衰え、「ロコモ」になる危険
性があると言われています。さらに加齢などによ
り筋力や筋肉量が減少すると活動量が減り、エネ
ルギー消費量が低下し、「フレイル（虚弱）」の
状態に陥ることもあります。
　若いうちから運動器を鍛え、ロコモとフレイル
を予防しましょう！
　「ロコモ」とは、ロコモティブシンドローム（運
動器症候群）の略語で、骨、関節、筋肉などの
運動器の衰えにより、要介護になるなど、その
危険が高い状態を言います。

「ロコモやフレイルを予防しましょう！！！」

７つのロコモチェックをしてみましょう。
＊一つでも当てはまったら要注意です。
□片脚立ちで靴下がはけない。
□階段を上がるのに手すりが必要。
□家の中でつまずく、滑る。
□１５分くらい続けて歩くことができない。
□横断歩道を青信号で渡りきれない。
□２㎏程度の買い物をして持ち帰るのが困難
□家のやや重い仕事が困難である。
　（掃除機の使用、布団の上げ下ろし）

「ロコトレ」で「ロコモ」を予防しよう！
バランス能力をつける「片脚立ち」 下肢筋力をつける「スクワット」

その他の「ロコトレ」

めやす めやす左右1分間ずつ、1日3回 深呼吸するペースで5～
6回繰り返し、1日3回

●姿勢をまっすぐにして行うようにしましょう。
●支えが必要な人は、十分注意して、机に両
　手や片手をついて行います。
転倒しないよう
に、必ずつかまる
ものがある場所
で行いましょう。

床につかない程度に、片脚をあげます。

指をついただけで
もできる人は、机
に指先をついて行
います。

30度

つま先は
30度開く

膝が出ない
ように注意

机に手をつかずにでき
る場合は手を机にかざ
いして行います。

スクワットができないときは、イスに腰かけ、
机に手をついて立ち座りの動作を繰り返します。

１肩幅より少し広めに
　足を広げて立ちま
　す。つま先は30度
　くらい開きます。

２膝がつま先より出な
　いように、また膝が
　足の人差し指の方
　向に向くように注意
　して、お尻を後ろに
　引くように身体をし
　ずめます。

自分にあったいろいろな運動を積極的に取り入れよう！
●ウォーキング　●ラジオ体操　●その他のスポーツ

（参考：公益社団法人日本整形外科学会）

　ＪＡしまね出雲女性部西部地区と同ＪＡ出雲地区
本部西部ブロックは１０月１５日、２９日の両日、ラピ
タはまやま店、大社店の２店舗で、来店者に電子マ
ネー「Edy」の利用を呼びかけました。
　１０月１日からの「キャッシュレス・消費者還元事
業」（ラピタは対象店舗）の５％還元期間開始に合わ
せて、「おもてなしプロジェクト」として女性部とＪＡが

女性部がキャッシュレスを推進
還元事業で皆にメリット

「 銭 太 鼓 グ ル ー プ 　 な で し こ 」
　ＪＡしまね出雲女性部朝山支部の「銭太鼓グループ　なでしこ」
は、毎月２回、ＪＡ所原店で、銭太鼓や踊りを練習しています。
　結成は平成２９年９月。女性部朝山支部では、平成２８年３月
から始まった朝山ふれあい市で支部活動が盛り上がりを見せてい
ましたが、その勢いに乗って、今までなかった踊りのグループで「女
性部を元気にしよう！」と立ち上げられました。現在７人のメンバー
が先生の指導のもと、楽しく活動しています。
　結成して２年あまりの新しいグループですが、発表の場も増え
てきました。ＪＡ朝山支店各種団体新年会や、地域の夏祭りなど
で披露したほか今後はサロン会や福祉施設の慰問なども予定して
います。練習後の茶話会も楽しみのひとつ。お茶口を持ち寄って
親睦を深めています。

活動
紹介

代表  天喰  美知子さん

　中山間地域を活性化していくには地域での活動を“発
信”していくことが重要だと考えています。各所から声をか
けていただけるようになり、発表する機会も増えてきました。
メンバー募集中ですので、興味のある方はぜひ一緒に活動
しましょう！

天喰代表から一言

朝山支部朝山支部

一体となって取り組んだものです。女性部員とＪＡ職
員がEdyに入金した来店者にたまごなどの粗品をプ
レゼントし、消費者還元の手順等を説明しました。
　ラピタはまやま店の池田貴史店長は「１０月以降
Edy利用率は上がっているが、実施日は特に高かっ
た。Edyに抵抗があるお客様も多かったと思うが、
地域に顔見知りが多い女性部員の皆さんからの呼び
かけは利用のきっかけになったと思う」と話しました。
　同地区の福原テリ子地区長は「Edyの利用は５％
還元やポイント付与で消費者にも得があり、皆にとっ
て良いこと。これを機によりいっそうラピタを利用して
ほしい」と話しました。

女性部員とＪＡ職員がEdy利用を呼びかけ

チャージ機の使い方を説明する女性部員（奥）
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いずもJA

女子大通信 　ＪＡしまね出雲地区本部は１０月９日、ラピタ本店の「ふれあいの
家出雲　縁」で、いずもＪＡ女子大学の１０月講座「今あるものでアイ
ディア勝負！オリジナル料理開発」を開きました。
　テーマは「出雲の定食」。３班に分かれ、①出雲の特産を使うこと②
お米を使うこと③材料費５００円以内を決まり事にオリジナルの料理
を作りました。
　西浜いも、パプリカ、いちじくなど、出雲の食材を存分に使用。３
班ともに「さつまいもご飯」となる偶然もありましたが、三者三様、工
夫を凝らした定食が完成しました。班ごとにテーマやアピールポイン
トなどを紹介し、みんなで色とりどりの料理を堪能しました。
　参加した女子大学生は「出雲の新鮮な食材で贅沢に料理ができ、
楽しかった」「メニュー作りでたくさんコミュニケーションがとれた」な
どと感想を話しました。

「今あるものでアイディア勝負！
　　　　　オリジナル料理開発」

10月講座

健康ライフかわら版

お問合せ先 出雲保健所健康増進課　TEL 21－8785

　最近、運動していますか？骨や筋肉量のピーク
はおおよそ20 ～ 30歳代。運動器の衰えは40
歳代から始まります。運動をしないと骨、関節、
筋肉などの運動器が衰え、「ロコモ」になる危険
性があると言われています。さらに加齢などによ
り筋力や筋肉量が減少すると活動量が減り、エネ
ルギー消費量が低下し、「フレイル（虚弱）」の
状態に陥ることもあります。
　若いうちから運動器を鍛え、ロコモとフレイル
を予防しましょう！
　「ロコモ」とは、ロコモティブシンドローム（運
動器症候群）の略語で、骨、関節、筋肉などの
運動器の衰えにより、要介護になるなど、その
危険が高い状態を言います。

「ロコモやフレイルを予防しましょう！！！」

７つのロコモチェックをしてみましょう。
＊一つでも当てはまったら要注意です。
□片脚立ちで靴下がはけない。
□階段を上がるのに手すりが必要。
□家の中でつまずく、滑る。
□１５分くらい続けて歩くことができない。
□横断歩道を青信号で渡りきれない。
□２㎏程度の買い物をして持ち帰るのが困難
□家のやや重い仕事が困難である。
　（掃除機の使用、布団の上げ下ろし）

「ロコトレ」で「ロコモ」を予防しよう！
バランス能力をつける「片脚立ち」 下肢筋力をつける「スクワット」

その他の「ロコトレ」

めやす めやす左右1分間ずつ、1日3回 深呼吸するペースで5～
6回繰り返し、1日3回

●姿勢をまっすぐにして行うようにしましょう。
●支えが必要な人は、十分注意して、机に両
　手や片手をついて行います。
転倒しないよう
に、必ずつかまる
ものがある場所
で行いましょう。

床につかない程度に、片脚をあげます。

指をついただけで
もできる人は、机
に指先をついて行
います。

30度

つま先は
30度開く

膝が出ない
ように注意

机に手をつかずにでき
る場合は手を机にかざ
いして行います。

スクワットができないときは、イスに腰かけ、
机に手をついて立ち座りの動作を繰り返します。

１肩幅より少し広めに
　足を広げて立ちま
　す。つま先は30度
　くらい開きます。

２膝がつま先より出な
　いように、また膝が
　足の人差し指の方
　向に向くように注意
　して、お尻を後ろに
　引くように身体をし
　ずめます。

自分にあったいろいろな運動を積極的に取り入れよう！
●ウォーキング　●ラジオ体操　●その他のスポーツ

（参考：公益社団法人日本整形外科学会）

　ＪＡしまね出雲女性部西部地区と同ＪＡ出雲地区
本部西部ブロックは１０月１５日、２９日の両日、ラピ
タはまやま店、大社店の２店舗で、来店者に電子マ
ネー「Edy」の利用を呼びかけました。
　１０月１日からの「キャッシュレス・消費者還元事
業」（ラピタは対象店舗）の５％還元期間開始に合わ
せて、「おもてなしプロジェクト」として女性部とＪＡが

女性部がキャッシュレスを推進
還元事業で皆にメリット

「 銭 太 鼓 グ ル ー プ 　 な で し こ 」
　ＪＡしまね出雲女性部朝山支部の「銭太鼓グループ　なでしこ」
は、毎月２回、ＪＡ所原店で、銭太鼓や踊りを練習しています。
　結成は平成２９年９月。女性部朝山支部では、平成２８年３月
から始まった朝山ふれあい市で支部活動が盛り上がりを見せてい
ましたが、その勢いに乗って、今までなかった踊りのグループで「女
性部を元気にしよう！」と立ち上げられました。現在７人のメンバー
が先生の指導のもと、楽しく活動しています。
　結成して２年あまりの新しいグループですが、発表の場も増え
てきました。ＪＡ朝山支店各種団体新年会や、地域の夏祭りなど
で披露したほか今後はサロン会や福祉施設の慰問なども予定して
います。練習後の茶話会も楽しみのひとつ。お茶口を持ち寄って
親睦を深めています。

活動
紹介

代表  天喰  美知子さん

　中山間地域を活性化していくには地域での活動を“発
信”していくことが重要だと考えています。各所から声をか
けていただけるようになり、発表する機会も増えてきました。
メンバー募集中ですので、興味のある方はぜひ一緒に活動
しましょう！

天喰代表から一言

朝山支部朝山支部

一体となって取り組んだものです。女性部員とＪＡ職
員がEdyに入金した来店者にたまごなどの粗品をプ
レゼントし、消費者還元の手順等を説明しました。
　ラピタはまやま店の池田貴史店長は「１０月以降
Edy利用率は上がっているが、実施日は特に高かっ
た。Edyに抵抗があるお客様も多かったと思うが、
地域に顔見知りが多い女性部員の皆さんからの呼び
かけは利用のきっかけになったと思う」と話しました。
　同地区の福原テリ子地区長は「Edyの利用は５％
還元やポイント付与で消費者にも得があり、皆にとっ
て良いこと。これを機によりいっそうラピタを利用して
ほしい」と話しました。

女性部員とＪＡ職員がEdy利用を呼びかけ

チャージ機の使い方を説明する女性部員（奥）
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読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこと」

「感動したこと」…ぜひお聞かせください。
写真や絵手紙・イラストも大募集！！

おたより大募集
皆さまからの「おたより」を募集しております。
ハガキに、聞いて欲しいこと、日々思うこと、俳
句や川柳、絵手紙や写真などのご投稿お待ち
しています。 （匿名希望の方は明記してください）

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内

「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

読者の
ページ

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

●
先
月
号
の
お
い
し
い
レ
シ
ピ
「
柿
の

味
噌
和
え
」
を
作
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
２
歳
に
な
る
孫
が
、
合
わ
せ

柿
が
大
好
き
で
、
枝
豆
も
少
し
ゆ
で
て

や
わ
ら
か
く
し
た
ら
ペ
ロ
リ
と
大
人
と

同
じ
く
ら
い
食
べ
ま
し
た
。

（
佐
田
町
　
Ｍ
・
Ｈ
さ
ん
）

●
食
欲
の
秋
！
に
は
い
つ
も
平
田
の
方

か
ら
柿
を
い
た
だ
き
ま
す
。
合
わ
せ
柿
、

富
有
柿
大
ス
キ
で
す
。
レ
シ
ピ
も
載
っ

て
い
た
の
で
、
味
噌
和
え
に
も
し
て
み

ま
し
た
。
と
て
も
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
!!

（
医
大
南
町
　
Ｙ
・
Ｓ
さ
ん
）

J
A
…
作
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！
お
い
し
く
食
べ
て
い
た

だ
け
て
嬉
し
い
で
す
。
今
が
シ
ー
ズ
ン

で
す
の
で
、
お
い
し
い
柿
を
た
く
さ
ん

食
べ
て
く
だ
さ
い
ね
。

●
先
般
の
丘
み
ど
り

シ
ョ
ー
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

美
し
く
澄
ん
だ
き
れ

い
な
歌
声
、
迫
力
あ

る
歌
声
、
す
べ
て
の

ス
テ
ー
ジ
に
魅
了
さ

れ
感
動
し
ま
し
た
。

「
日
御
碕
灯
台
」
を

歌
っ
て
お
ら
れ
、
出

雲
の
観
光
大
使
と
の

こ
と
、
初
め
て
知
り

益
々
応
援
し
た
く
な

り
ま
し
た
。
再
度
「
日
御
碕
灯
台
」
を

全
国
で
歌
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に

願
い
ま
す
。
絶
対
に
大
ヒ
ッ
ト
間
違
い

な
し
で
す
よ
。
こ
れ
か
ら
益
々
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
渡
橋
町
　
Ⅰ
・
Ｔ
さ
ん
）

J
A
…
ご
来
場
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！
本
当
に
す
ば
ら
し
い

歌
声
で
し
た
ね
。
き
っ
と
多
く
の
方
が

フ
ァ
ン
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

●
10
月
26
日
に
ラ
ピ
タ
本
店
で
開
催
さ

れ
た
軽
ト
ラ
市
、
農
産
物
直
売
コ
ー

ナ
ー
の
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
に
行
き
ま
し

た
。
私
に
も
子
ど
も
に
も
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
で
し
た
。
農
業
ま
つ
り
も
楽
し
み

で
す
。
し
ま
ね
和
牛
そ
ぼ
ろ
丼
が
お
い

し
そ
う
…
!!

（
外
園
町
　
Ｆ
・
Ｎ
さ
ん
）

J
A
…
軽
ト
ラ
市
も
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会

も
、
特
に
子
ど
も
さ
ん
に
は
新
鮮
な
イ

ベ
ン
ト
で
す
よ
ね
。
生
産
者
の
皆
さ
ま

が
店
頭
に
立
た
れ
、
抽
選
会
は
長
い
列

が
で
き
て
い
ま
し
た
。
農
業
ま
つ
り
は

今
年
も
大
盛
況
で
し
た
！
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

●
10
月
に
入
り
、
や
っ
と
秋
ら
し
さ
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ぁ
と
思
っ
て

い
た
ら
、
店
頭
で
「
き
の
こ
」
を
よ
く

見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
10
月

15
日
が
「
き
の
こ
の
日
」
と
い
う
の
は

初
め
て
知
り
ま
し
た
。

（
乙
立
町
　
Ｓ
・
Ｙ
さ
ん
）

J
A
…
「
き
の
こ
」
は
１
年
中
あ
る
よ

う
で
す
が
、
鍋
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と

存
在
感
が
違
い
ま
す
ね
！
出
雲
で
は
菌

床
し
い
た
け
の
栽
培
が
盛
ん
で
す
の
で
、

店
頭
で
も
ぜ
ひ
「
出
雲
し
い
た
け
」
に

ご
注
目
く
だ
さ
い
ま
せ
。

後 継 者 対 策 を 第 一 に

輝
け！
いずもスマイル

俳
句
の
広
場

安
食 

彰
彦 

先
生

❖ 

月
間
最
優
秀
賞

❖ 

月
間
優
秀
賞

❖ 

月
間
優
秀
賞

庭
石
に
今
日
の
残
暑
の
残
り
居
り

東
園
町
　
　
竹
田 

喜
久
子

　
今
年
も
特
に
残
暑
は
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そ
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感
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け
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◆
応
募
方
法

俳
句
ま
た
は
川
柳
、住
所
、氏
名
、年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
12
月
号
掲
載
分
の
川
柳
の
応
募
〆
切

は
11
月
29
日（
金
）必
着
で
す
。※
1
月

号
掲
載
分
の
俳
句
の
応
募
〆
切
は
12
月

27
日（
金
）必
着
で
す
。※
お
一
人
様
そ
れ

ぞ
れ
3
句
ま
で
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

あ
な
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の
俳
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を
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ま
す
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※
応
募
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。※
応
募

作
品
の
一
切
の
権
利
は
、
J
A
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
に
帰
属

す
る
も
の
と
し
ま
す
。※
月
間
最
優
秀
賞
に
は
U
F
J
ニ
コ
ス

券
3,
0
0
0
円
分
、
月
間
優
秀
賞
に
は
U
F
J
ニ
コ
ス
券

1,
0
0
0
円
分
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。※
受
賞
作
品
に
つ
い
て

は
地
区
名
、
氏
名
（
ま
た
は
雅
号
）
を
掲
載
し
ま
す
。

出雲市西代町

原　忠志さん （７7歳）
はら　　 ただ  し

　約２１ヘクタールで水稲を栽培する。きぬむすめ、コ
シヒカリが中心で、両品種ともに平成２８、２９、３０年
と一等米比率１００％を達成。約４ヘクタールで大豆も
栽培し、宍道湖西岸での大規模圃場整備に伴い小豆
やブロッコリーの栽培にも着手している。

■グリーンファーム西代（原広信代表）

　出雲市西代町で農業を営む原忠志さん。平成１５年に周辺
の農地を集積して設立した農事組合法人「グリーンファーム
西代」で理事を務め、法人経営に関わるほか、大型農機の
運転なども行っています。
　今後の農業について、「後継者不足への対策が第一」とい
う原さん。農機が大型化していく中、それを扱える経験者が
少なくなっていることも課題の一つだと話します。今年の夏に
は農業経営ができる人材の発掘につなげようと、理事、顧問
の皆さんで県内の農林大学校を訪問し、法人の概要を説明
しました。「将来的には会社として経営し、若手が働ける体制
を整えていくことが必要になってくると思います」と展望を話
してくださいました。
　このほか、地元の神社の行事で毎年しめ縄を作ったり、シ
ルバー人材センターの仕事で剪定作業を行ったり、ＪＡの旅行
相談員も長年務めてくださっています。「いろいろなことができ
るのも皆さんのご協力のおかげです。家内にもずいぶん苦労
をかけています」と感謝を口にする原さん。「細く長く続ける
ことに意味がある」をモットーに、幅広く活動しています。

写真紹介コーナー
　ゴツゴツした姿の大きな大きなサツマイモ！何だかカボチャの
ようにも見えます。武志町の築森寛喜さんが、家庭菜園で栽培されま
した。同じようなものが２つもありますが、今までこんなサツマイモ
が採れたことはなかったそうです。「いつも通り栽培したのに」と驚
いておられましたよ。面白い形ですが、食べるのは大変そうですね。
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読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこと」

「感動したこと」…ぜひお聞かせください。
写真や絵手紙・イラストも大募集！！

おたより大募集
皆さまからの「おたより」を募集しております。
ハガキに、聞いて欲しいこと、日々思うこと、俳
句や川柳、絵手紙や写真などのご投稿お待ち
しています。 （匿名希望の方は明記してください）

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内

「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

あ
て
先

読者の
ページ

izumokouhou.izm@ja-shimane.gr.jp
メールでの投稿も大歓迎！

●
先
月
号
の
お
い
し
い
レ
シ
ピ
「
柿
の

味
噌
和
え
」
を
作
っ
て
食
べ
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
２
歳
に
な
る
孫
が
、
合
わ
せ

柿
が
大
好
き
で
、
枝
豆
も
少
し
ゆ
で
て

や
わ
ら
か
く
し
た
ら
ペ
ロ
リ
と
大
人
と

同
じ
く
ら
い
食
べ
ま
し
た
。

（
佐
田
町
　
Ｍ
・
Ｈ
さ
ん
）

●
食
欲
の
秋
！
に
は
い
つ
も
平
田
の
方

か
ら
柿
を
い
た
だ
き
ま
す
。
合
わ
せ
柿
、

富
有
柿
大
ス
キ
で
す
。
レ
シ
ピ
も
載
っ

て
い
た
の
で
、
味
噌
和
え
に
も
し
て
み

ま
し
た
。
と
て
も
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
!!

（
医
大
南
町
　
Ｙ
・
Ｓ
さ
ん
）

J
A
…
作
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
！
お
い
し
く
食
べ
て
い
た

だ
け
て
嬉
し
い
で
す
。
今
が
シ
ー
ズ
ン

で
す
の
で
、
お
い
し
い
柿
を
た
く
さ
ん

食
べ
て
く
だ
さ
い
ね
。

●
先
般
の
丘
み
ど
り

シ
ョ
ー
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

美
し
く
澄
ん
だ
き
れ

い
な
歌
声
、
迫
力
あ

る
歌
声
、
す
べ
て
の

ス
テ
ー
ジ
に
魅
了
さ

れ
感
動
し
ま
し
た
。

「
日
御
碕
灯
台
」
を

歌
っ
て
お
ら
れ
、
出

雲
の
観
光
大
使
と
の

こ
と
、
初
め
て
知
り

益
々
応
援
し
た
く
な

り
ま
し
た
。
再
度
「
日
御
碕
灯
台
」
を

全
国
で
歌
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
切
に

願
い
ま
す
。
絶
対
に
大
ヒ
ッ
ト
間
違
い

な
し
で
す
よ
。
こ
れ
か
ら
益
々
の
ご
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
渡
橋
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Ⅰ
・
Ｔ
さ
ん
）

J
A
…
ご
来
場
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
！
本
当
に
す
ば
ら
し
い

歌
声
で
し
た
ね
。
き
っ
と
多
く
の
方
が

フ
ァ
ン
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

●
10
月
26
日
に
ラ
ピ
タ
本
店
で
開
催
さ

れ
た
軽
ト
ラ
市
、
農
産
物
直
売
コ
ー

ナ
ー
の
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
に
行
き
ま
し

た
。
私
に
も
子
ど
も
に
も
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
で
し
た
。
農
業
ま
つ
り
も
楽
し
み

で
す
。
し
ま
ね
和
牛
そ
ぼ
ろ
丼
が
お
い

し
そ
う
…
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（
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Ｆ
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Ｎ
さ
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）

J
A
…
軽
ト
ラ
市
も
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会

も
、
特
に
子
ど
も
さ
ん
に
は
新
鮮
な
イ

ベ
ン
ト
で
す
よ
ね
。
生
産
者
の
皆
さ
ま

が
店
頭
に
立
た
れ
、
抽
選
会
は
長
い
列

が
で
き
て
い
ま
し
た
。
農
業
ま
つ
り
は

今
年
も
大
盛
況
で
し
た
！
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
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月
に
入
り
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っ
と
秋
ら
し
さ
を

感
じ
る
よ
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に
な
っ
た
な
ぁ
と
思
っ
て

い
た
ら
、
店
頭
で
「
き
の
こ
」
を
よ
く

見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
10
月

15
日
が
「
き
の
こ
の
日
」
と
い
う
の
は

初
め
て
知
り
ま
し
た
。
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Ｓ
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Ｙ
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。
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　約２１ヘクタールで水稲を栽培する。きぬむすめ、コ
シヒカリが中心で、両品種ともに平成２８、２９、３０年
と一等米比率１００％を達成。約４ヘクタールで大豆も
栽培し、宍道湖西岸での大規模圃場整備に伴い小豆
やブロッコリーの栽培にも着手している。

■グリーンファーム西代（原広信代表）

　出雲市西代町で農業を営む原忠志さん。平成１５年に周辺
の農地を集積して設立した農事組合法人「グリーンファーム
西代」で理事を務め、法人経営に関わるほか、大型農機の
運転なども行っています。
　今後の農業について、「後継者不足への対策が第一」とい
う原さん。農機が大型化していく中、それを扱える経験者が
少なくなっていることも課題の一つだと話します。今年の夏に
は農業経営ができる人材の発掘につなげようと、理事、顧問
の皆さんで県内の農林大学校を訪問し、法人の概要を説明
しました。「将来的には会社として経営し、若手が働ける体制
を整えていくことが必要になってくると思います」と展望を話
してくださいました。
　このほか、地元の神社の行事で毎年しめ縄を作ったり、シ
ルバー人材センターの仕事で剪定作業を行ったり、ＪＡの旅行
相談員も長年務めてくださっています。「いろいろなことができ
るのも皆さんのご協力のおかげです。家内にもずいぶん苦労
をかけています」と感謝を口にする原さん。「細く長く続ける
ことに意味がある」をモットーに、幅広く活動しています。

写真紹介コーナー
　ゴツゴツした姿の大きな大きなサツマイモ！何だかカボチャの
ようにも見えます。武志町の築森寛喜さんが、家庭菜園で栽培されま
した。同じようなものが２つもありますが、今までこんなサツマイモ
が採れたことはなかったそうです。「いつも通り栽培したのに」と驚
いておられましたよ。面白い形ですが、食べるのは大変そうですね。
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11月30日（土） 午前11時～

10時～

出雲市駅南町2-1-5
（JR出雲市駅南口前）

メモリア出雲

当日 午前10時～11時
1,000円

0853-23-3331

人形供養祭終了後
粗品進呈
人形供養祭終了後
粗品進呈

ファミリーマート
ジャンボフランク販売
ファミリーマート
ジャンボフランク販売ご供養は、人形本体のみに限ります。ケースや台座等付属

品、「ぬいぐるみ」はお受けできません。人形はご供養後、
適正に処理させていただきます。

担当
佐藤・勝部（ ）

を受講して、産直出荷しませんか！ の『栽培技術』を学んでみませんか！

出雲市アグリビジネススクールでは、次の4講座を令和2年1月から12月にかけて実施します。
今回は1月から3月までの各講座の受講生を募集します。
新規就農・定年帰農をめざす人にお勧めです。

●受講期間／令和2年1月から3月　●受講料／3,000円※　●定員／各講座10人
●応募要件／①出雲市に住民票を有する人、もしくは出雲市で農業をはじめる人
 ②研修会場まで自力で通うことができる人　
 ③必要最小限の農具を使用できる人
 ④受講中のけが等に備え傷害保険に加入できる人
 　（保険料は受講生負担。保険の紹介はできます）

レディース＆シニア 産直野菜講座 柿チャレンジ講座

●座学では、栽培方法の基礎知識等を講義で学びます。
●栽培研修では、研修ほ場で、栽培技術や管理作業などを学びます。

申込期限

出雲市役所 農業支援センター 
TEL 21-6122　FAX 21-6998

12月6日（金）
申し込み

・
おたずね

※令和2年1月から3月までの3か月間の受講料です。
　令和2年4月から12月の9か月間の受講料は別途必要になります。

ぶどうチャレンジ講座
●と こ ろ ／県出雲合同庁舎、
　　　　　　県農業技術センター
　　　　　　研修ほ場（浜町）
●研修内容／座学･栽培研修

いちじくチャレンジ講座
●と こ ろ ／多伎いちじく館
　　　　　　研修ほ場（多伎町）
●研修内容／座学・栽培研修

●と こ ろ ／JAしまね出雲地区本部
　　　　　　東部営農センター・桧山店
　　　　　　研修ほ場（多久谷町）
●研修内容／座学･栽培研修

「レディース＆シニア 
産直野菜講座」 「柿・ぶどう・いちじく」

●と こ ろ ／JAしまね出雲地区本部
　　　　　　東部営農センター・
　　　　　　研修ほ場（東福町）
●研修内容／座学・栽培研修

受講生
募集！！

出 雲 市

アグリビジネススクール

5％5％5％5％元
還
元
還
元
還
元
還

2％還元2％還元2％還元2％還元

当店は「キャッシュレス・消費者還元事業」

受け取り方法
Edyでお支払いいただいて、30日後にお受け取りができます。

出雲地区本部は
対象事業 還元率キャッシュレスでのお支払い

自動車課

グリーンセンター

各種
クレジット

各種
クレジット

各種
クレジット

対象店舗です！

還元についての説明

◆受取方法

◆注意事項

ラピタ全店にて設置しています。

　2019年10月1日～2020年6月30日消費者還元期間

ガソリンスタンド

JA-SS

クレジットカード
Edyの場合

Edy受け取り手順

専用チャージ機

 

※一部対象ではないカードもございます。

※楽天Edyでは
　ご利用できません。

※楽天Edyでは
　ご利用できません。

支払う 30日後 専用チャージ機で受け取り➡ ➡ ※受取り日から90日経過すると受け取り
　ができなくなります。

クレジット会社（NICOS・VISA
等）は各社それぞれの還元方法
がありますので、詳しい還元方
法は各クレジット会社に直接お
問い合わせが必要となります。

※受け取り日から90日間受取手続きをしない場
合、還元が受け取れなくなります。（有効期限）

※5％還元の受取りはＥｄｙ残高への付加であり、
『おさいふカード』のポイントへ還元するもの
ではありません。

※詳しくは係員まで
　おたずねください。
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11月30日（土） 午前11時～

10時～

出雲市駅南町2-1-5
（JR出雲市駅南口前）

メモリア出雲
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受講生
募集！！

出 雲 市

アグリビジネススクール

5％5％5％5％元
還
元
還
元
還
元
還

2％還元2％還元2％還元2％還元

当店は「キャッシュレス・消費者還元事業」

受け取り方法
Edyでお支払いいただいて、30日後にお受け取りができます。
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◆受取方法

◆注意事項

ラピタ全店にて設置しています。
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クレジットカード
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Edy受け取り手順
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※一部対象ではないカードもございます。

※楽天Edyでは
　ご利用できません。

※楽天Edyでは
　ご利用できません。

支払う 30日後 専用チャージ機で受け取り➡ ➡ ※受取り日から90日経過すると受け取り
　ができなくなります。

クレジット会社（NICOS・VISA
等）は各社それぞれの還元方法
がありますので、詳しい還元方
法は各クレジット会社に直接お
問い合わせが必要となります。

※受け取り日から90日間受取手続きをしない場
合、還元が受け取れなくなります。（有効期限）

※5％還元の受取りはＥｄｙ残高への付加であり、
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さぁ、 出雲神話をのせて走り出そう！

お問い合わせ 出雲ナンバー推進協議会（事務局：出雲市縁結び定住課内）  ☎0853-21-6771

出雲ナンバーデザイン決定！ ２０２０年５月頃
交 付 開 始

　自動車の新たな地域名表示ナンバープレート、「出雲」ナンバーの交付が２０２０年５月頃から始まります。
　対象となるのは、出雲市、奥出雲町、飯南町に使用の本拠を置く自動車（軽自動車含む）、排気量が125ccを
超える自動二輪車で、自動車の場合は図柄入り（カラー・モノトーン）と図柄なしが選択できます。
　図柄は、出雲神話に登場する「八岐大蛇」をデザインしたもので、登録時に寄付金（1000円以上）
を納められた場合はカラー、寄付金なしの場合はモノトーンの図柄入りナンバープレートが交付されます。

図柄入り（寄付金あり・カラー）

図
柄
は

　
　ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ

やまたのおろち

図柄入り（寄付金なし・モノトーン）

図柄なし

出雲地区本部理事会報告

〈協議事項〉
（1）令和元年度 業績還元実施について

農業振興および地域貢献を目的に、各農
業まつりへの助成、生産販売拡大のための
助成、ラピタ利用者への還元等の業績還
元を行ないます。

〈報告事項〉
（1）令和元年産米品種別集荷状況について
（2）大口貸出金の報告について
（3）令和元年度９月末実績について
（4）ブロック運営委員会の開催について

下記の日程で開催し、地元組合員の意見・
要望・助言等を聞かせていただきます。
12月 6日（金）:  河南ブロック
12月 9日（月）:  西部ブロック
12月10日（火）:  南部ブロック
12月12日（木）:  中部ブロック
12月17日（火）:  東部ブロック

10月25日に開催された出雲地区本部理事会の中で協議された主な議題と内容は次の通りです。　

令和元年11月16日

No.87

【活動内容報告】

　出雲市農政議員連盟からの助言を受け、「出雲市農業振興施策確立に関する要望」から国政に関する内容を抜
粋して、10月18日に国会議員への要望活動を実施しました。当日は、山田俊男参議院議員、青木一彦参議院
議員、舞立昇治参議院議員、三浦靖参議院議員に対応頂き、直接要望書を手渡し、意見交換を行うことができ
ました。また、竹下亘衆議院議員、細田博之衆議院議員、藤木眞也参議院議員の事務所を訪問し、それぞれの
秘書に要望書を手渡しました。
　ご多用のため、短時間での面会に終わりましたが、出雲市農業の現状と課題についてご理解いただき、国政
に反映していただけるものと期待が高まりました。

○国会議員への要望活動の実施

　11月3日、農政会議では、地産地消・米消費拡大への理解を深めること
を目的に、JAしまね出雲地区本部で盛大に開催された農業まつりに参加し
ました。
　当日は生憎の曇り空となりましたが、安達会長より「相次ぐ自然災害への
お見舞いの他、今年行われた統一地方選挙並びに、参議院選挙への協力御
礼」を述べるとともに、JAしまね役員、来賓の方々等と、この1年の収穫に
感謝して農政会議が提供した餅を用いて、オープニングセレモニーの後、恒
例の餅まきを行いました。
　今年も大勢の皆様にご参加いただき、大変賑やかな農業祭りとなりました。

○第5回JAしまね出雲地区本部　農業まつりへ参加

【活動内容報告】

出雲市農政会議だより
発　行　元：出雲市農政会議（出雲市今市町106番地1　JAしまね出雲地区本部　営農企画課内）
発行責任者：事務局長　岡野　祥彦
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さぁ、 出雲神話をのせて走り出そう！

お問い合わせ 出雲ナンバー推進協議会（事務局：出雲市縁結び定住課内）  ☎0853-21-6771

出雲ナンバーデザイン決定！ ２０２０年５月頃
交 付 開 始

　自動車の新たな地域名表示ナンバープレート、「出雲」ナンバーの交付が２０２０年５月頃から始まります。
　対象となるのは、出雲市、奥出雲町、飯南町に使用の本拠を置く自動車（軽自動車含む）、排気量が125ccを
超える自動二輪車で、自動車の場合は図柄入り（カラー・モノトーン）と図柄なしが選択できます。
　図柄は、出雲神話に登場する「八岐大蛇」をデザインしたもので、登録時に寄付金（1000円以上）
を納められた場合はカラー、寄付金なしの場合はモノトーンの図柄入りナンバープレートが交付されます。

図柄入り（寄付金あり・カラー）

図
柄
は
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マ
タ
ノ
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ロ
チ

やまたのおろち

図柄入り（寄付金なし・モノトーン）

図柄なし

出雲地区本部理事会報告

〈協議事項〉
（1）令和元年度 業績還元実施について

農業振興および地域貢献を目的に、各農
業まつりへの助成、生産販売拡大のための
助成、ラピタ利用者への還元等の業績還
元を行ないます。

〈報告事項〉
（1）令和元年産米品種別集荷状況について
（2）大口貸出金の報告について
（3）令和元年度９月末実績について
（4）ブロック運営委員会の開催について

下記の日程で開催し、地元組合員の意見・
要望・助言等を聞かせていただきます。
12月 6日（金）:  河南ブロック
12月 9日（月）:  西部ブロック
12月10日（火）:  南部ブロック
12月12日（木）:  中部ブロック
12月17日（火）:  東部ブロック

10月25日に開催された出雲地区本部理事会の中で協議された主な議題と内容は次の通りです。　

令和元年11月16日

No.87

【活動内容報告】

　出雲市農政議員連盟からの助言を受け、「出雲市農業振興施策確立に関する要望」から国政に関する内容を抜
粋して、10月18日に国会議員への要望活動を実施しました。当日は、山田俊男参議院議員、青木一彦参議院
議員、舞立昇治参議院議員、三浦靖参議院議員に対応頂き、直接要望書を手渡し、意見交換を行うことができ
ました。また、竹下亘衆議院議員、細田博之衆議院議員、藤木眞也参議院議員の事務所を訪問し、それぞれの
秘書に要望書を手渡しました。
　ご多用のため、短時間での面会に終わりましたが、出雲市農業の現状と課題についてご理解いただき、国政
に反映していただけるものと期待が高まりました。

○国会議員への要望活動の実施

　11月3日、農政会議では、地産地消・米消費拡大への理解を深めること
を目的に、JAしまね出雲地区本部で盛大に開催された農業まつりに参加し
ました。
　当日は生憎の曇り空となりましたが、安達会長より「相次ぐ自然災害への
お見舞いの他、今年行われた統一地方選挙並びに、参議院選挙への協力御
礼」を述べるとともに、JAしまね役員、来賓の方々等と、この1年の収穫に
感謝して農政会議が提供した餅を用いて、オープニングセレモニーの後、恒
例の餅まきを行いました。
　今年も大勢の皆様にご参加いただき、大変賑やかな農業祭りとなりました。

○第5回JAしまね出雲地区本部　農業まつりへ参加

【活動内容報告】

出雲市農政会議だより
発　行　元：出雲市農政会議（出雲市今市町106番地1　JAしまね出雲地区本部　営農企画課内）
発行責任者：事務局長　岡野　祥彦
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合計290以上もの商品が組合員限定価格で購入できる！！

合計合計 以上以上もの 品もの商品合員限定価格組合員限定価格で購入できるで購入できる
1年間のご愛顧に感謝の気持ちを込めて

組合員限定
2019年 歳末

品が品が品が品が
るる！！
感謝の気謝の謝の気感謝感謝の

第1弾 2019

201911/23 12/4水 第2弾 20120199

12/5木 12/16月第3弾 201920120199

12/17火 12/28土 第3弾第3弾
スペシャル

201920120199

12/25水 12/28土

5555 ―消費者還元期間―

※詳しくは係員までおたずねください。

対象店舗です！

各種クレジット

%還元%還元%還元%還元
2020年6月30日まで

当店は「キャッシュレス・  消費者還元事業」
キャッシュレスでお支払のお客様に

※一部対象ではないカードもございます。
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